
企業と企業をつないで、結ぶ

受発注

© 2025 Infomart Corporation
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導入店舗数推移

会社概要

株式会社インフォマート（Infomart Corporation）：

：

：

：本社所在地

事業内容

商号

代表者

BtoB（企業間電子商取引）プラットフォームの運営

代表取締役社長 中島健

東京都港区海岸1-2-3 汐留芝離宮ビルディング13階

［営業所］

・札幌営業所（北海道札幌市）

・名古屋営業所（愛知県名古屋市）

・西日本営業所（大阪府大阪市西中島）

・カスタマーセンター（福岡県福岡市博多区博多駅前）

・沖縄営業所（沖縄県那覇市）

設立 ： 1998年（平成10年）2月13日

リンク単色塗りつぶし 

上場市場 ： 東京証券取引所プライム市場（証券コード2492）

資本金 ： 32億1,251万円（2024年6月末現在）

https://www.infomart.co.jp/asp/seminar/2025-foodcross.asp
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導入実績

3

業態、企業規模問わず多くの企業が採用中

4,213社
80,366店舗 47,225社 2兆2,743億円

その取引先
（卸・メーカーなど）

買い手企業
（外食・給食・ホテルなど）

年間の流通金額
（2023年実績）

（2025年6月末現在）
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サービスラインナップと利用実績

4

企業間で発生する取引を電子化するサービス

全業界向け

営業の質を上げる

フード業界向け

企業間のマッチングサイト

フード業界向け

フード業界向け

飲食業界
シェア

No.1

日々の業務を効率化

日々の業務を効率化

全業界向け

マスタ不要の受発注システム

全業界向け

全業界向け

契約書を電子化

全業界向け

請求書業務を効率化

請求書

企業数

1,073,371社

2023年年間流通金額

44兆453億円

国税書類を電子保存
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企業間の取引を電子化するサービス

従来のアナログ業務 BtoBプラットフォーム

電子化することでペーパーレス化を実現し、

業務効率化だけでなく情報精度も向上！

買掛・売掛・請求書の管理も一元管理へ！

紙で行われている取引は、企業ごとにバラバラの

フォーマットが発生し、業務が煩雑化…

納品書・請求書の照合・入力・保管も発生…

BtoBプラットフォームとは

5
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よくある外食企業の業務フローについて

紙で取引すると業務が煩雑、仕入の見える化は不可能・・・

店舗・部門

❾支払い

❺買掛の入力・管理

❼請求書と買掛データの照合

❽会計ソフトへ入力

本部（購買部・経理部）

❶
FAX・TEL発注

❷
納品❸検品

納品書

発注書

❹
日次 or

月次仕入報告

報告書

➓

伝票保管

❻
請求書発行

請求書

取引先

6
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現状の受発注における課題

7

伝票処理に時間と労力を要している

納品伝票の仕分け・集計・入力に時間を要している...。

経理業務に時間と労力を要している

請求書の原本回収・照合作業・納品伝票の回収も漏

れチェックなどを行っているため、支払い金額確定

に時間を要する…。残業時間も発生…。

月次確定に時間を要している

経理業務に時間を要するため、会社として

利益把握をするのが翌月半ば以降に…。

仕入分析ができない

過去の振り返り、原価高騰の原因追及や商品単価高

騰の分析をする場合、紙の納品伝票からしか知るす

べがなく、膨大な時間がかかる…。

棚卸表に時間を要している

棚卸表を作成する際、時価で取引をしている鮮魚や

野菜などの金額が納品伝票にしか情報がないため、

調べるのに時間を費やしてしまう…。

課題6 納品伝票/請求書の保管・破棄の問題が発生

請求書・納品伝票の保管スペースの確保や廃棄コスト

がかかる…。

課題5

課題4課題1

課題2

課題3
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導入後の受発注業務フロー

8

全ての手続きをデータで。仕入の見える化を実現（電子帳簿保存法対応）

店舗・部門 取引先
（食材・消耗品）

❸検品

❶
発注

❹
受領

会計連携

❷
発送

取引先
（広告・清掃・修繕等）

❺
支払
通知

本部（購買部・経理部）

❻
承認

❷納品

買掛管理 請求書の
仕分け

請求書の
仕分け

買掛データと
請求書の照合

買掛・仕訳
入力

納品書・
請求書保管
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導入後のマスタ登録の流れとサービス連携

9

取引先店舗・部門

本部
（購買部・経理部）

貴社でのマスタ登録作業は一切不要！

①発注マスタ
登録依頼

③発注マスタ
共有

②マスタ承認

メニュー管理機能

仕入データ 規格書情報

④規格書
登録依頼

⑤規格書提出➅規格書情報共有
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❸検品

導入後の受発注業務フロー（セントラルキッチンや工業などの運用）

10

他社取引先と同様にCKへの発注も一本化！受注もIMで！

店舗・部門 取引先
（食材・消耗品）

❸検品

❶
発注

❹
受領

❷
発送

本部（購買部・経理部）

❷納品

セントラルキッチン
（工場）

❷納品

❶
発注

❹
受領

❷
発送

買 買売 売
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メニュー管理機能で最新の原価管理が可能！

11

メニュー管理機能でできること

１. メニューごとに原価管理ができる！

２. メニューごとのアレルギー・原産国管理ができる！

３. 調理工程の統一化によるオペレーション管理！

４. メニュー情報のデータベース化と店舗へ共有！

連動

メニューを作成するだけで受発注で利用している

価格を反映した最新のメニュー原価の把握が可能！

仕入情報 メニュー管理機能

メニュー毎に原価率の自動算出ができ、
作成・更新を簡単に行えます！
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規格書フォーマット

12

アレルギー情報など
基本的な約70項目を管理

ベーシック版 プレミアム版

原材料・製造品質情報などの
幅広い約250項目を管理
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直営店

¥100

直営店の単価

FCオーナーB

¥120

利益加算したFC単価

FC管理機能とは

『FC管理機能』は、フランチャイズチェーン運営における取引先との仕入・支払管理及びフランチャイジー（FCオーナー・店

舗）に対する請求管理をワンストップで実現する機能です。
※直営店舗の仕入・支払管理も同時に対応できるので、直営店からFC化に向けたシステム運用も可能です。

13

取引先（C社）

マスタ登録

支払通知

発注マスタ登録依頼

金額承認

FCオーナーA+40円
加算

の店舗

請求額承認 発注・受領

¥140

利益加算したFC単価

+20円
加算

の店舗

請求額承認 発注・受領

請求額承認 発注・受領

取引先
（C

社）

FC本部

¥100

¥100

¥100

¥100

発送マスタ共有

単価設定

請求通知
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取引先（C社）

❶マスタ登録

FC本部

「FC管理機能」マスタ登録のフロー

14

FCオーナーA+40円
加算

の店舗

FCオーナーB+20円
加算

の店舗

直営店

¥100

直営店の単価

マスタ登録

¥100

¥100

マスタ共有

※FC店にはそれぞれ「利益加算したFC単価」が見えています。

※「利益加算したFC単価」は取引先には見えないため情報が漏れることはありません。

取引先が商品の登録依頼をします。

本部は店舗に商品マスタの共有をし

ます。この時、FC機能を使うと、直

営店とは違う価格でFC店舗へ

マスタの共有ができます。

例：100円

ベースの100円に上乗せした価格

❶マスタ登録

❷店舗共有
❷
店
舗
共
有

FC店舗B

FC店舗A

¥140

利益加算したFC単価

¥120

利益加算したFC単価
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「FC管理機能」本部支払代行のフロー

15

※FC店舗やオーナー毎に原価から加算した価格でやり取りしているので、それを考慮した形で請求書の作成・送信が可能。

※商品加算とは別でロイヤリティとして請求書にプラスすることも可能。

請求書

【金額内訳】

・直営店舗 ¥2,500

・FC店舗A ¥4,000

・FC店舗B ¥4,500

❸本部がFC店舗分も代理で支払ってい

るためその分をFCオーナーへ請求。

金額が自動で計算され請求書が作成

されます。

※利益加算分やロイヤリティも請求書

に追加することが可能！

❹オーナーが請求内容を確認、承認

することで請求確定。

本部からの請求書

FC店舗A 御中

¥5,000

【金額内訳】

・締め金額 ¥4,500

(¥500の利益加算金額)

・ロイヤリティ ¥500

FC本部 取引先（C社）

❷金額承認

❶支払通知

取引先（C社）

¥3,000

FCオーナーA

FCオーナーB

直営店

❹請求額承認

❸請求通知

❹請求額承認

❸請求通知

（例）FC店舗Aの場合

❷取引先が金額を承認し、請求金額確定。

❶本部が取引先へ今月の支払い金額の

通知を行います。（全店舗分）

本部と取引先

店舗の支払い方法
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「 FC管理機能」オーナー個別支払のフロー

16

FC本部 取引先（C社）

※FC店舗やオーナー毎に原価から加算した価格でやり取りしているので、それを考慮した形で請求書の作成・送信が可能。

❶支払通知

取引先（C社）

¥3,000

【金額内訳】

・直営店舗 ¥3,000

❸FCオーナーから取引先へ支払通

知。

❹取引先が請求内容を確認、承認す

ることで請求確定。

商品の加算なしのため各店舗のオーナーが直接取引先と請求のやり取りをするパターン

請求書

取引先（C社)への請求書

取引先（C社) 

¥5,000

FCオーナーA

FCオーナーB

直営店

（例）FC店舗Aの場合

取引先（C社)への請求書

取引先（C社) 

¥5,500

（例）FC店舗Bの場合

❷取引先が金額を承認し、請求金額確定。

❶本部が取引先へ今月の支払い金額の

通知を行います。（経営店舗分のみ）

❷金額承認

直営店とFC店舗で請求が完全に分かれます。

本部と取引先

FC店舗の支払い方法

❸支払金額通知

❹金額承認

❸支払金額通知

❹金額承認
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FC本部 取引先（C社）

FCオーナーA

FCオーナーB

直営店

※FC店舗やオーナー毎に原価から加算した価格でやり取りしているので、それを考慮した形で請求書の作成・送信が可能。

※商品加算とは別でロイヤリティとして請求書にプラスすることも可能。

❶取引先へ今月の支払い金額の通知を行います。

❶支払通知
❷取引先が金額を承認し、請求金額確定。

前述の2つ(本部代行支払いとオーナー個別支払い）を組み合わせたパターンも可能です。

「 FC管理機能」本部代行支払・オーナー個別支払の組合せ

❹請求額承認

❸請求通知

❷金額承認

商品単価を加算しないためオーナー個別支払いのフローを適用

❸FCオーナーから取引先へ直接支払金額通知を行います。

❹取引先が請求内容を確認、承認することで請求確定。

❸本部がFC店舗分も代理で支払っているためその分をFCオーナ

ーへ請求。金額が自動で計算され請求書が作成されます。

❹オーナーが請求内容を確認、承認することで請求確定。

FC店舗Aの場合

商品単価を加算するため、本部支払代のフローを適用

FC店舗Bの場合

本部と取引先

FC店舗店舗の支払い方法①

FC店舗の支払い方法②

❸支払金額通知

❹金額承認
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システム導入効果について【受発注システム】

18

本部・店舗共に業務の効率化を実現

商品管理

発注

棚卸

請求

伝票保管

従来の紙取引での業務

エクセルや自社システムへ
入力するのが大変…

取引先各社ごとに
FAXやTELでの発注が大変…

棚卸表の単価を納品書ベースで
探すのが大変…

請求書が期日に届かず
月次処理が大変…

納品書・請求書の
ファイリングが大変…

受発注

取引先が商品作成するため
商品情報入力不要！

1つの画面で取引先へ
一括発注が可能！

最終仕入原価法で
棚卸単価自動更新！

請求データが画面で届くため
月初2日で請求確定へ！

電子帳簿保存法適用なので
納品書・請求書保管不要！
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システム導入効果について【規格書システム】

19

スピードと正確性の両方がアップ！

管理・お問合せ

検索

履歴管理の強化

連携

従来の紙取引での業務

正確な規格書管理ができず
お客様対応が大変…

規格書管理ができず
探すのが大変…

情報をいつ更新したのか
管理するのが大変…

他のシステムの商品情報と
内容を一致させるのが大変

規格書

規格書情報を材料・メニュー毎に
把握・顧客対応のスピードUP

情報の検索機能により、
業務のスピードアップが実現

情報更新履歴管理が強化できるため
安心安全管理を実現

受発注システムとの連携により
規格書の依頼を自動化
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データの活用で利益の把握/月次決算早期化へ！

20

データ連携で月次決算早期化、スピード経営を実現

POSシステム

勤怠システム

売上データ

勤怠データ

仕入データ

請求データ

日次の損益管理が実現！

売上管理・店舗支援システム

売上

勤怠 仕入

会計システム

会計ソフトへの入力省力化！

会計



© 2024 Infomart Corporation

最大の強み！圧倒的な取引先の賛同率！

21

45,000社にご利用いただいている“汎用性の高い仕組み”

すでに取引先の卸・メーカー様45,000社がご利用。複数社で同じサービスを利用することで電子化に

よる業務効率化の実現が可能。

取引先様は受注の一元化が難しい。

汎用性がない仕組み

取引先様は受注の一元化が可能！

汎用性が高い仕組み

C社専用システム

B社専用システム

A社専用システム

A社専用システム

B社専用システム

C社専用システム

発注者側

受注者側

転用
できない

発注者側

転用
できる

受注者側

～その他の取引先様のメリット～

①受注ミスやトラブルの改善 ②請求業務の簡素化 ③経費や業務コストの削減
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稼働までのスケジュール（BtoBプラットフォーム受発注）

22

STEP 01

・ご契約
（店舗部門ID一覧と
取引先リストのご提

出）
・お客様より取引先様
への事前連絡

STEP 02

導入打ち合わせ
（稼働内容の決定）

STEP 03

インフォマートより
取引先へ告知文章

発送

STEP 04

・本部・店舗部門
システム操作レクチャ

ー
・取引先向け導入説明

会

STEP 05

商品マスタ登録
完了 発注開始

※システム稼働内容及びお問合せ状況により、上記よりお時間を頂戴する場合がございます。
※BtoBプラットフォーム規格書をご採用の場合、規格書の回収完了日は発注開始から約3か月後となります。

OK!

ご契約から稼働まで約3～4か月（請求確定までは約5～6か月)
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稼働までのスケジュール（BtoBプラットフォーム規格書）

23

STEP 01

依頼商品および
対象の取引先選定

STEP 02

規格書システムに
関する再告知

STEP 03

規格書の回収
状況確認発注開始

OK!

※BtoBプラットフォーム規格書を稼働する場合は、現状商品規格書を回収している商品の分類や、
管理している項目の確認が必要です。

発注開始から全品回収締切日まで約3か月
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万全なサポート体制で稼働後も安心！

24

カスタマーセンター

ご利用企業様の

専用フリーダイヤルのお問合せ窓口。

初歩的な操作説明から取引に関する

アドバイスまでサポート！

よくあるご質問（FAQ）

ご利用企業様より寄せられた操作面の

ご質問やその解決法をFAQコーナーに

て紹介。いつでも簡単に検索可能！

動画マニュアル

発注や棚卸、本部画面の内容等、操作

関係の内容は全て画面上に2，3分程度

の動画でマニュアルを掲載。

01 02 03

Q
F
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ご利用申込

弊社よりWEBまたは書面でお申込

書をお送りいたします。

初期設定情報シート

ID登録される部門の情報になりま

す(メールにてお送りします)。

必須指定箇所をそれぞれご記入く

ださい。

メールでのご返信【Excelデータ】

をお願い致します。

預金口座振替依頼書

月額のご利用料金の引落先口座を

記載いただく用紙になります。ご

利用申込時に貴社にて印刷出力い

ただき、届出印捺印のうえご提出

ください。

(月額利用料を振込希望される場合

は提出不要です。)

取引先様リスト

案内させていただく対象企業様の

ご情報の記載をお願い致します(メ

ールにてお送りします)。

必須指定箇所をそれぞれご記入く

ださい。メールでのご返信【Excel

データ】をお願い致します。

お申込に必要な書類について

25
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【参考資料】電子帳簿保存法・軽減税率・インボイス制度に対応
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電子帳簿保存法

請求書等のやり取りが電子データ

のため電子帳簿保存法に対応。

軽減税率

標準税率(10％)と軽減税率(8％)の

区分管理が可能。

税率設定は取引先が行うので手間

をかけずに軽減税率に対応可能。

インボイス制度

「適格請求書保存方式(インボイス

制度)」のレイアウトにも対応する

ためインボイス制度にも対応可能。
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【参考】電子帳簿保存法に対応！納品書・請求書の保管不要！
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書類

帳簿

仕訳帳・現金出納帳・売掛金元帳・

買掛金元帳・固定資産台帳・売上帳・

仕入帳など

注文書・請求書・契約書・領収書など

棚卸表・貸借対照表・損益計算書など

区分 内容 認められている電子保存方法

電磁的
記録

マイクロフ
ィルム
（COM）

マイクロフ
ィルム
（撮影）

電磁的
記録

マイクロフ
ィルム
（COM）

マイクロフ
ィルム
（撮影）

スキャン文
書

電磁的
記録

マイクロフ
ィルム
（COM）

マイクロフ
ィルム
（撮影）

※1 ※2

※2

※2

※1

※1

インフォマート
該当

電子取引の
取引データ

帳簿書類等の保存方法と申請の有無 申請必要 申請不要

※1：「電磁的記録」・・情報（データ）それ自体あるいは記録に用いられる媒体のことではなく、一定の媒体上にて使用し得る情報が記録・保存された状態にあるものをいいます。具体的には情報がフロッピーディスク、コンパクトディスク、DVD、磁気テープ等

に記録・保存された状態にあるもの。

※2：保存可能な年数に指定あり。 参考：国税庁「帳簿書類の形態別保存の可否一覧」「電子帳簿保存法
Q&A」

インフォマートが提供するシステムは④「電子取引の取引データ」に該当し、適用要件を満たしているため、ご利用企業様は、税務署への申請は

必要ありません。今まで紙で行っていた請求書のやり取りを電子で行うことにより、電子データ化・電子保存化が可能となり、大幅なペーパーレス化

及び通信費、用紙代、書類保存料等のコストダウンが実現します。

「BtoBプラットフォーム受発注」は、

電子保管が可能なので、ペーパーレスが実現します。
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最後に・・・
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本日は、ありがとうございました。
貴社の業務効率化、更なるステップアップをお手伝いさせてください。

ご不明な点や、関係者様へのご説明が必要な場合は、いつでもお声がけください。
どうぞ宜しくお願いいたします。

[ お問合せ先 ] 
〒105-0022 東京都港区海岸1-2-3 汐留芝離宮ビルディング13階

TEL:03-5776-1456 FAX:03-5776-1145
営業本部（本社）

〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島6-9-27 新大阪メイコービル2階西日本営業所

福岡営業所
〒812-0011  福岡県福岡市博多区博多駅前4－14－1 博多深見パークビルディング6階

TEL:092-441-0636 FAX:092-441-0600
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